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令
和

元
年
度
版

創
刊第

二
十
四
号

令
和
元
年
十
一
月
一
日
金
曜
日
、
四
十
二
回
生
大
学
入
試
が
始
ま
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
大
学
入
試
英
語
成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
共
通
Ｉ
Ｄ
登
録

申
し
込
み
が
、
本
日
行
わ
れ
た
の
で
す
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
へ
の
申
し
込
み
で
す
か
ら
、
四
十
一
回
生
が
九
月
か
ら
準
備
し
、

完
了
し
た
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
申
し
込
み
と
ほ
ぼ
同
じ
要
領
で
、
四
十
二
回
生
も

中
間
考
査
の
最
中
か
ら
準
備
を
は
じ
め
、
本
人
達
の
記
入
方
法
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
が

ら
の
記
入
、
担
任
の
チ
ェ
ッ
ク
、
学
年
の
チ
ェ
ッ
ク
、
進
路
指
導
部
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
て
の
管
理
職
決
裁
の
後
、
今
日
の
発
送
を
迎
え
ま
し
た
。

た
か
が
一
枚
と
思
わ
れ
る
個
人
用
紙
の
申
し
込
み
に
、
こ
れ
だ
け
の
人
の
想
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
本
人
・
保
護
者
の
方
も
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
申
込
金
額
は
無
料
で
し
た
。
し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
試
験(

我
々
か
ら
は
共

通
テ
ス
ト)

に
は
、
受
験
料
が
伴
い
、
そ
の
振
込
控
え
を
申
込
用
紙
に
貼
付
し
ま
す
。

現
役
生
は
、
自
ら
の
手
で
振
り
込
み
に
行
け
る
物
理
的
な
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
は
、
保
護
者
に
そ
れ
を
委
ね
る
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
生
徒
は
、
当
た
り
前
の

権
利
と
思
わ
ず
、
保
護
者
へ
の
素
直
な
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ

ん
な
こ
と
も
含
め
て
、
受
験
準
備
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
受
験
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

る
申
込
書
の
記
入
を
、
ミ
ス
な
く
適
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
・
・
・
。

今
回
の
記
入
で
見
ら
れ
た
ミ
ス
を
お
伝
え
し
ま
す
。

・
学
校
番
号
・
記
号
の
書
き
ミ
ス

・
番
地
等
の
１
数
字
１
マ
ス
書
き
の
ミ
ス

・
電
話
番
号
の
市
外
局
番
の
不
理
解

・
住
所
の
郵
便
番
号
知
ら
ず

時
代
は
変
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
に
、
郵
便
番
号
や
電
話
番
号
の
記
入

に
ミ
ス
、
時
間
の
浪
費
が
さ
れ
て
い
る
と
は
驚
き
で
し
た
。
お
陰
で
来
年
の
共
通
テ
ス

ト
申
し
込
み
の
予
行
演
習
が
で
き
た
と
思
う
よ
う
に
し
ま
す
。

で
き
得
れ
ば
、
何
事
も
ス
タ
ー
ト
は
き
れ
い
な
形
で
、
と
考
え
る
の
で
す
が
・
・
・
。

さ
て
、
保
護
者
の
皆
様
に
問
い
か
け
ま
す
。
以
下
は
、
職
員
室
で
聞
こ
え
た
話
で
す
。

こ
の
成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
の
申
し
込
み
と
、
時
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
、
修
学
旅
行
で
の

ス
キ
ー
実
習
の
た
め
の
服
装
、
ブ
ー
ツ
サ
イ
ズ
等
の
調
査
用
紙
。
い
ず
れ
も
、
自
宅
に

持
ち
帰
ら
せ
て
提
出
を
要
求
し
ま
し
た
が
、

さ
て
、
問
題
で
す
。

前
者
、
後
者
と
も
に
、
提
出
期
限
を
設
け
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
揃
い
が
良
か
っ
た
で
し

ょ
う
か
。
因
み
に
、
優
先
順
位
と
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
方
が
重
み
は
上
で
し
ょ
う
か
。

加
え
て
、
私
は
一
体
、
保
護
者
の
皆
様
に
生
徒
達
の
ど
ん
な
課
題
を
伝
え
た
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
か
？

基
礎
基
本
の
徹
底
。
言
葉
は
簡
単
で
す
。
だ
か
ら
、
日
々
の
基
礎
基
本
の
徹
底
が
、

ど
れ
ほ
ど
大
切
な
こ
と
な
の
か
、
さ
ぁ
、
今
こ
の
と
き
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

今回より、文系は５教科７科目(理科は基礎２科目で６０分)、理
系は６教科６科目での受験となります。実力テストから、いよいよ
自分の教科バランスが測られ、入試に向けて、どの科目を強化する
べきかを知る機会になってきます。

部活動の生徒がクーリングダウンに入る頃に、２年生のＨＲ教室の様子を見に上がっています。ついうっかり、戸締まりを忘れていたり、

窓が半開きになっていたり、トイレ、廊下の窓が時折開きっ放しであったり・・・。つい、悪い方に目が行きがちなのですが、図書室も含め、

ＨＲ教室にも、４２回生の生徒が残り、雑談することなく、黙々と自分の世界の中で集中して、放課後の時間を有効に使っている者が増えつ

つあります。

考査前に、教室は賑やかになるものですが、そうではなく、まるで部活動のように、自学している様子は、一日の疲れを癒す一服の清涼剤

でもあり、われわれに、「まだ生徒のために何かしてやれることがあるのでは」という気持ちにさせられます。

もちろん、やったことがすぐに成果につながるなんて甘いものではないですが、「言われたら」世代と思っていた４２回生の中から、自学の

精神が生まれ、育ち、広がることを期待していきたいと思います。

さぁ、１１月の全国大会を前に、科目選択の予備調査においては、文系で７０名弱の生徒が国公立文系を希望してきました。中間考査では、

その意気込みが空回りしてしまった生徒もいるかもしれませんが、想い、動き、空回り あるいは 上手くいかない苛立たしさを経験して、

何かをつかんだ達成感の瞬間を見逃さぬように、と思わずにはいられません。

４２回生 悩んでなんぼ！ 悩みがなんぼのもんだ！！

やって悩め！ 悩んだ波に乗ってその悩みを乗り越えろ！！

人間って不思議

だから 何もしなくても 何でかわからなくても 悩んだ気になる

ならば やって悩んだ方が 毎日が面白い！！

４２回生 悩んでいる自分がいたら誉めてやろう

お
知
ら
せ

三
年
生
文
系
科
目
選
択
に
関
し
て

十
月
四
日
に
締
め
切
っ
た
予
備
調
査
の
結
果
、

希
望
者
数
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
次
の
科

目
に
つ
い
て
は
、
開
講
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
十
一
月
六
日
に
配
布
す
る
三
年

時
科
目
選
択
本
調
査
に
は
、
そ
れ
ら
の
科
目
に
つ

い
て
は
選
択
肢
が
な
く
な
り
ま
す
。
間
違
い
が
な

い
よ
う
に
。

開
講
さ
れ
な
い
科
目

・
理
科
総
合
基
礎
科
目
に
つ
い
て

物
理
総
合
基
礎

・
私
立
文
系
選
択
科
目
に
つ
い
て

体
育

子
ど
も
の
発
達
と
保
育

情
報
の
科
学

修
学
旅
行
に
つ
い
て

出
発
の
飛
行
機
便
が
決
定
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、

出
発
日
の
集
合
場
所
、
時
間
等
に
つ
い
て
も
、
詰

め
の
段
階
に
き
て
お
り
ま
す
。
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
設
け
て
頂
い
た
、
四
十
二
回
生
修
学
旅
行

用
ペ
ー
ジ
な
ど
も
有
効
に
使
用
し
な
が
ら
、
生
徒

達
が
修
学
旅
行
の
準
備
を
ど
う
進
め
て
い
っ
て
い

る
か
も
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
発
飛
行
機
に
つ
い
て

一
月
十
四
日(

火)

全
員
一
便
で

八

時
伊
丹
空
港
発

羽
田
空
港
経
由

十
一
時
三
十
五
分

新
千
歳
空
港
着

こ
れ
か
ら
も
、
大
切
な
情
報
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。

聞
き
漏
ら
し
等
の
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
よ
う
。
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十
一
月
を
前
に
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
、
一
、
二
年
生
全
員
に
、
三
年
生
は
希
望
者
に

課
せ
ら
れ
て
い
た
読
書
感
想
文
の
中
で
、
二
年
三
組
の
石
井
あ
ゆ
み
さ
ん

の
感
想
文
が
、
こ
の
度
、
本
年
度
兵
庫
県
代
表
作
品
と
し
て
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

正
式
に
は
、
第
六
十
五
回
青
少
年
読
書
感
想
文
兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル
県

知
事
賞
だ
そ
う
で
す
。

作
品
名
は

「
こ
の
川
の
向
こ
う
に
君
が
い
る
」

濱
野
京
子

作

で
す
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
、
担
任
の
先
生
、
国
語
科
の
先
生
、
西
播
地
区
の

読
書
感
想
文
選
考
委
員
の
先
生
、
そ
し
て
、
兵
庫
県
の
選
考
委
員
の
先
生

方
の
心
に
響
き
続
け
た
作
品
で
す
。

本
年
度
の
本
校
図
書
会
報
で
あ
る
「
邂
逅
」
で
紹
介
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

乞
う
ご
期
待
を
。

9 月も天候に恵まれず 10 月も雨 だが、雨にも負けない笑顔と大きな声で

四
月
立
会
演
説
会
か
ら
始
ま
っ
た

四
十
二
回
生
生
徒
会
も
、
早
や
折
り

返
し
を
迎
え
ま
し
た
。
様
々
な
経
験

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
毎
月
掲
げ
る

生
徒
会
の
テ
ー
マ
も
、
自
分
達
を
鼓

舞
す
る
よ
う
に
、
熱
い
想
い
が
あ
ふ

れ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

月
一
回
の
挨
拶
運
動
に
お
い
て

も
、
マ
ン
ネ
リ
化
す
る
こ
と
な
く
、

毎
回
爽
や
か
な
挨
拶
を
掛
け
て
く
れ

て
い
ま
す
。

や
ら
さ
れ
て
い
る
感
を
感
じ
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
毎
回

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
な
く
、
自
分
達

に
与
え
ら
れ
た
任
務
を
楽
し
気
に
遂

行
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
二
回
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

ず
、
出
勤
・
通
学
に
向
か
う
近
隣
の

方
、
来
相
の
方
も
、
や
や
暗
い
表
情

で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
生
徒
会
の
生

徒
が
掛
け
る
声
に
表
情
を
緩
め
、
口

を
開
か
れ
る
方
も
数
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

た
か
が
挨
拶
、
さ
れ
ど
挨
拶
。
校

内
に
お
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
も
心
掛

け
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
で
す
ね
。

秋
は
、
様
々
な
行
事
が
目
白
押
し

で
す
。
な
か
な
か
忙
し
い
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
生
徒
会
だ
け
で
な
く
、

四
十
二
回
生
と
し
て
も
、
協
力
で
き

る
こ
と
を
見
つ
け
て
、
参
加
し
て
い

き
た
い
で
す
。

十
一
月

二
・
三
日(

土
・
日)

ベ
ネ
ッ
セ
記
述
模
試

(

欠
席
者
は
、
四
、
八
日
に
行
い
ま
す)

四
日(

月)

文
化
の
日
振
替
休
日

五
日(

火)

Ｊ
ア
ラ
ー
ト(

十
時
始
動)

六
日(

水)

創
立
記
念
国
際
理
解
講
演
会

(

五
、
六
時
間
目)

三
年
時
科
目
選
択
本
調
査
用
紙
配
布

八
日(

金)

創
立
記
念
日(

休
日)

九
日(

土)

土
曜
講
座

オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

十
三
日(

水)

相
高
生
フ
ォ
ー
ラ
ム(

一
・
二
年)

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者

ス
ピ
ー
チ
披
露

十
四
日(

木)

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
配
布(

保
護
者
・
生
徒)

十
五
日(

金)

挨
拶
運
動

お
よ
び

Ｐ
Ｔ
Ａ
街
頭
指
導

十
八
日(

月)

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収

二
十
日(

水)

通
学
路
清
掃

二
十
二
日(

金)

科
目
選
択
本
調
査
提
出
〆
切

二
十
三
日(

土)

勤
労
感
謝
の
日

土
曜
講
座

十
二
月

二
～
六
日(

月
～
金)

二
学
期
期
末
考
査

六
日(

金)

神
戸
大
学
留
学
生
交
流
事
業

七
日(

土)

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

十
一
日(

水)

自
然
科
学
コ
ー
ス
徳
島
大
学
研
究
室
訪
問

十
六
日(

月)

～
午
前
中
授
業(

三
～
六
限)

二
十
四
日(

火)

終
業
式

二
十
七
日(

金)

仕
事
納
め

十
月
分
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
デ
ー
タ
数
チ
ェ
ッ
ク
を
、
十
一
月
六
日
放

課
後
に
行
い
ま
す
。
連
休
を
利
用
し
て
入
力
・
承
認
を
し
て
お
い
て
も

ら
え
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

十
一
月
十
三
日(

水)

に
行
わ
れ
る
、
令
和
元
年
度
相
高
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
つ
い
て
、
発
表
者
が
確
定
し
た
の
で
お
伝
え
し
ま
す
。

二

組

備
生

智
大

君

四

組

小
谷

果
楠

さ
ん

四

組

永
田

夢
海

さ
ん

今
年
か
ら
、
聴
取
者
は
一
、
二
年
生
に
な
り
ま
す
が
、
約
六
百
の
視
線

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、
反
対
に
自
分
の
目
か
ら
熱
い
視
線
を
発
し
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
良
い
経
験
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

夏
休
み
以
降
の
生
徒
の
活
躍
状
況
を
、
な
か
な
か
紹
介
で
き
て
お
り
ま

せ
ん
。
十
一
月
半
ば
を
目
標
に
紹
介
で
き
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。
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